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Ⅰ研 究の成 果
(1)こ れ ま での結 果
ベ ロ毒素 を吸着 で き る糖 鎖 高分 予 を固定 化 した ダイ ア ライ ザー を開 発 した(Figure1)。
ベ ロ毒 素濃度 が4μg/mLの1%BSA-PBS(-)溶液 中での み評価 を行 った。今 回 は、 ダイ ア ラ
イザ ー の評価 を中心 に研 究 を行 った。
(2)病原性粒子除去装
置の評価Ⅱ
前回 の条件では、非常に
効率 よくべ ロ毒素を吸着
し、除 去できる事が確認
され た。 そ こで、実際に
人 工透 析 を行 う条 件 に近 づ け て 、 実 験 を 行 っ た 。 ① ベ ロ毒 素 濃 度 が4μg/mLの1%
BSA-PBS(-)溶液 、 循環 速度120ml/min(前回 までは10ml/min)、② ベ ロ毒 素濃 度が40
ng/mLの1%BSA-PBS(-)溶液 、循環 速 度120ml/min、③ ベ ロ毒素濃度 が4μg/mLのFCS
溶 液 、循環 速度120ml/min、④ ベ ロ毒素 濃度 が40ng/mLのFCS溶 液 、循環 速度120ml/min
のそれ ぞれ の 条件 にお いて 、 評価 を行 っ た。評 価 方法 は、 毒素 溶 液 を循 環 させ 、逐 次 サ ン
プ リングを行 い 、溶 液 の毒性 評 価 を行 った。 毒性 評価 方 法 は、96-wellに前培 養 したべ ロ細
胞 に対 し、サ ンプ リン グ溶 液 を希釈 した もの を加 え 、72時間培 養 し、WST-8CellCounting
Kitを用 いて 、細胞 の 生存 率 を決 定 した。 ① 、② のそ れ ぞれ の結 果 は、 どち らも原 液 を1/4
に希釈 した溶 液で 、細胞 が約80%生 存 で きて いた。 ゆ えに 、120ml/minとい う人工 透析
を初 めて行 う患 者 さん の 血液循 環 速度 で も、十 分 に効 果 を発揮 で き る事 が わ か った。 よ り、
血 液 に近 い もの と して、仔 牛 血清 を
用 い て実 験 を行 っ た③ 、④ に つ い て
は 、③ は原液 を1/4に 希釈 した溶 液
で 、細胞 が約60%生 存で きてい た。
④ では 、原液 を1/4に 希釈 した溶 液
で 、細 胞 が ほ ぼ100%生 存 で きて
い た。 よっ て 、③ の 場 合 は 、 毒素 を
10万分 の1に 希 釈 で きた事 が わか り
(Figure2)、④ の 場 合 は 、 ほ ぼ10
0%の 毒 素 を吸 着 除 去 で きた 事が わ
か った 。 以 上か ら、 血 清 とい うタ ン
パ ク質 濃度 が7%も あ る 中で も、 選
択 的 に毒 素 を吸着 で き る事が わか った。
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